
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】薄膜層（例えば、膣化珪素、酸化珪素、金属、

ダイアモンド）上に形成したホトレジスト層がエッチン

グ液によって剥離することを防止する。

【解決手段】シリコン基板３上に薄膜層である固定層１

を形成し、固定層にエッチングによりスルーホール４を

形成する。さらにエッチングで残存した固定層の下部に

まで回り込む様にキャビティーを掘る。次に固定層下部

のキャビティーをも充満する様にホトレジスト層５を形

成する。固定層１の張り出した部分であるリム１２はホ

トレジスト層を剥離しない様に固定する。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス ル ー ホ ー ル （ ４ ） を 有 す る 固 定 層 （ １ ） に 結 合 し て い る 少 な く と も １ つ の ネ ガ 型 エ ポ
キ シ 系 近 紫 外 線 感 光 ホ ト レ ジ ス ト 層 （ ５ ） を 含 ん で 構 成 し 、 前 記 ス ル ー ホ ー ル （ ４ ） 下 側
の キ ャ ビ テ ィ は 固 定 層 （ １ ） の ス ル ー ホ ー ル （ ４ ） よ り も 大 き な 径 を 有 し 、 ス ル ー ホ ー ル
（ ４ ） 及 び 前 記 キ ャ ビ テ ィ に も 上 記 ホ ト レ ジ ス ト を 充 填 し て い る こ と を 特 徴 と す る マ イ ク
ロ 電 気 機 械 シ ス テ ム 用 マ イ ク ロ デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 シ リ コ ン 基 板 （ ３ ） 上 に 固 定 層 （ １ ） を 形 成 し 、 固 定 層 （ １ ） に エ ッ チ ン グ に よ り ス ル
ー ホ ー ル （ ４ ） の 網 目 状 構 造 を 形 成 し 、 残 存 し て い る 固 定 層 （ １ ） の 下 側 を エ ッ チ ン グ し
、 エ ッ チ ン グ し た 下 側 も 含 ん だ 固 定 層 （ １ ） 及 び ス ル ー ホ ー ル （ ４ ） を ネ ガ 型 エ ポ キ シ 系
近 紫 外 線 感 光 ホ ト レ ジ ス ト で 覆 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の マ イ ク ロ デ バ イ ス の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 粘 度 が 低 く 下 側 の エ ッ チ ン グ し た 領 域 へ も 流 れ る 第 １ の レ ジ ス ト 組 成 物 及 び 構 造 物 を 形
成 で き る 第 ２ の レ ジ ス ト 組 成 物 を 被 覆 す る 工 程 を 含 ん で 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 請
２ 記 載 の マ イ ク ロ デ バ イ ス の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ス ル ー ホ ー ル （ ４ ） を 形 成 す る 固 定 層 （ １ ） の エ ッ チ ン グ 工 程 、 固 定 層 （ １ ） の 構 造 を
移 行 す る た め の シ リ コ ン 基 板 （ ３ ） の エ ッ チ ン グ 工 程 及 び そ れ に 続 く 固 定 層 （ １ ） の 下 側
の エ ッ チ ン グ 工 程 を 含 ん で 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の マ イ ク ロ デ バ イ ス の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 固 定 層 （ １ ） に 接 し て 中 間 層 （ ２ ） を 生 成 す る 工 程 を 含 み 、 前 記 ２ つ の 層 は 珪 素 化 合 物
、 金 属 、 金 属 化 合 物 あ る い は そ れ ら の 組 合 せ か ら 選 択 し た 互 い に 異 な っ た 材 質 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 請 ２ 記 載 の マ イ ク ロ デ バ イ ス の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 固 定 層 （ １ ） の エ ッ チ ン グ 及 び そ れ に 続 く 中 間 層 （ ２ ） を エ ッ チ ン グ す る 工 程 を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 請 求 請 ４ 記 載 の マ イ ク ロ デ バ イ ス の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 固 定 層 （ １ ） の 下 側 が エ ッ チ ン グ さ れ る よ う に シ リ コ ン 基 板 （ ３ ） を エ ッ チ ン グ す る 工
程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 請 ６ 記 載 の マ イ ク ロ デ バ イ ス の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 シ リ コ ン 基 板 の 不 必 要 な 部 分 お よ び 残 存 す る 中 間 層 を 除 去 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ な い し 請 求 項 ７ の い ず れ か １ 項 記 載 の マ イ ク ロ デ バ イ ス の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は マ イ ク ロ デ バ イ ス 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 マ イ ク ロ デ バ イ ス は マ イ ク ロ エ レ ク ト ロ ニ ク ス （ コ イ ル 、 コ ン デ ン サ 、 誘 電 材 ） 、 マ イ
ク ロ メ カ ニ ク ス （ セ ン サ 、 迅 速 な 試 作 、 バ イ オ チ ッ プ ） マ イ ク ロ フ ル イ デ ィ ク ス （ マ イ ク
ロ 全 分 析 シ ス テ ム （ μ Ｔ Ａ Ｓ ） － 小 型 の 化 学 、 生 化 学 及 び 生 物 学 シ ス テ ム の 応 用 及 び 分 析
、 化 学 合 成 、 診 断 、 遺 伝 子 、 薬 物 検 査 及 び そ れ ら を 組 合 わ せ た 化 学 に 関 す る マ イ ク ロ 及 び
ナ ノ 規 模 の 技 術 ） な ど を 含 む マ イ ク ロ 電 気 機 械 シ ス テ ム （ Ｍ Ｅ Ｍ Ｓ ） の 分 野 に 属 す る 装 置
と 解 釈 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 マ イ ク ロ 電 気 機 械 シ ス テ ム 業 界 に お い て は 、 そ の 有 用 性 に 着 目 し チ ッ プ 上 に 構 造 物 を 生
成 す る 際 に Ｓ Ｕ － ８ ホ ト レ ジ ス ト を 頻 繁 に 用 い て い る 。 Ｓ Ｕ － ８ は ネ ガ 型 エ ポ キ シ 系 近 紫
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外 線 感 光 ホ ト レ ジ ス ト で こ の 商 標 名 で 入 手 可 能 で あ る 。 こ の ホ ト レ ジ ス ト は ２ ｍ ｍ の 厚 み
に 塗 布 す る こ と が 可 能 で 接 触 型 リ ソ グ ラ フ ィ ー 装 置 を 用 い て ２ ０ 以 上 の ア ス ペ ク ト 比 が 実
現 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 他 の 材 料 で は 実 現 で き な い 多 様 な 構 造 を 形 成 す る こ と が 可 能
と な る 。 更 に こ の ホ ト レ ジ ス ト は ３ ６ ０ ｎ ｍ 以 上 の 波 長 に お い て 光 学 的 透 明 度 が 高 く 熱 的
に も 安 定 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ｓ Ｕ － ８ ホ ト レ ジ ス ト は 下 の 層 と の 接 着 性 が 最 大 の 問 題 で あ る 。 接 着 は 下 の 層 の 材 質 に
依 存 す る が 、 実 際 に は 化 学 的 環 境 に 影 響 さ れ る 。 例 え ば Ｓ Ｕ － ８ は Ｋ Ｏ Ｈ （ 水 酸 化 カ リ ウ
ム 溶 液 ） あ る い は Ｔ Ｍ Ａ Ｈ （ 水 酸 化 テ ト ラ メ チ ル ア ン モ ニ ウ ム 溶 液 ） に 浸 漬 す る と 剥 が れ
る こ と が 多 い が 、 Ｈ Ｆ （ フ ッ 酸 ） に 対 し て は 耐 性 が あ る 。 Ｓ Ｕ － ８ の 接 着 性 を 改 善 す る 方
法 は あ る が 、 Ｋ Ｏ Ｈ あ る い は Ｔ Ｍ Ａ Ｈ 中 で の 長 時 間 の 湿 式 エ ッ チ ン グ に 起 因 す る 剥 離 を 防
ぐ こ と は で き な い 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 の Ｋ Ｏ Ｈ あ る い は Ｔ Ｍ Ａ Ｈ 中 に お け る Ｓ Ｕ － ８ の 剥 離 を 防 ぐ こ と を 目 的 と
し た も の で あ る 。 請 求 項 １ に 記 載 の マ イ ク ロ デ バ イ ス 及 び 独 立 請 求 項 に 記 載 の 方 法 に よ り
こ の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き る 。 従 属 請 求 項 に は 本 発 明 を 更 に 展 開 し た 構 成 を 記 載 し て
い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は Ｓ Ｕ － ８ ホ ト レ ジ ス ト 層 を そ の 下 の 薄 膜 層 （ 例 え ば 、 窒 化 ケ イ 素 、 酸 化 ケ イ 素
、 金 属 、 ダ イ ア モ ン ド ） に 固 定 す る こ と を 基 本 思 想 と し て い る 。 従 っ て 、 マ イ ク ロ 電 気 機
械 シ ス テ ム 用 の マ イ ク ロ デ バ イ ス は ス ル ー ホ ー ル を 有 す る 固 定 層 に 結 合 す る 少 な く と も 一
つ の Ｓ Ｕ － ８ ホ ト レ ジ ス ト 層 を 含 ん で 構 成 し て い る 。 固 定 層 の ス ル ー ホ ー ル に Ｓ Ｕ － ８ ホ
ト レ ジ ス ト を 充 填 し 、 少 な く と も ス ル ー ホ ー ル 近 傍 の 両 側 も Ｓ Ｕ － ８ ホ ト レ ジ ス ト で 覆 う
よ う に 構 成 し て い る 。 第 一 の 側 （ 上 側 ） の ス ル ー ホ ー ル を Ｓ Ｕ － ８ ホ ト レ ジ ス ト 層 で 覆 い
、 第 二 の 側 （ 裏 側 ） 固 定 層 は 固 定 効 果 を 得 る た め ス ル ー ホ ー ル よ り も 大 き な 径 の 小 領 域 の
み を Ｓ Ｕ － ８ で 覆 う こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 、 幾 つ か の マ イ ク ロ 電 気 機 械 素 子 を 含 ん
で 構 成 す る デ バ イ ス を Ｓ Ｕ － ８ ホ ト レ ジ ス ト に よ り 固 定 す る 。 固 定 層 に は 完 成 し た デ バ イ
ス に と っ て 重 要 な 別 の 機 能 が あ る 。 例 え ば 、 固 定 層 は 先 端 に チ ッ プ を 備 え 上 側 の Ｓ Ｕ － ８
ホ ト レ ジ ス ト と 共 に 走 査 探 針 顕 微 鏡 （ Ｓ Ｐ Ｍ ） を 形 成 す る 片 持 梁 と し て も 用 い る 。 こ の 場
合 Ｓ Ｕ － ８ ホ ト レ ジ ス ト は 保 持 部 を 形 成 す る 。 裏 側 に お い て ス ル ー ホ ー ル を 囲 む Ｓ Ｕ － ８
ホ ト レ ジ ス ト は Ｋ Ｏ Ｈ あ る い は Ｔ Ｍ Ａ Ｈ に よ る 湿 式 エ ッ チ ン グ 工 程 中 に 剥 離 し な い よ う に
機 能 す る リ ム を 形 成 す る 。 通 常 こ れ ら の マ イ ク ロ デ バ イ ス は ウ ェ ー ハ か ら 作 成 し 、 完 成 品
を 搬 送 用 の 保 持 枠 に 固 定 し そ の 保 持 枠 か ら 外 し て 使 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る マ イ ク ロ デ バ イ ス の 作 成 方 法 は 次 の 工 程 を 含 ん で 構 成 し て い る 。 即 ち 、 （
マ イ ク ロ 電 気 機 械 素 子 を 含 ん で 構 成 す る ） シ リ コ ン 基 板 に 固 定 層 を 形 成 し 、 ス ル ー ホ ー ル
の エ ッ チ ン グ に よ り 固 定 層 に 少 な く と も 網 目 状 の 開 口 構 造 を 形 成 し 、 残 っ て い る 固 定 層 の
下 側 を エ ッ チ ン グ し 、 固 定 層 表 面 及 び 下 側 の エ ッ チ ン グ し た 部 分 も 含 ん で ス ル ー ホ ー ル を
Ｓ Ｕ － ８ ホ ト レ ジ ス ト に よ り 覆 う 。 固 定 層 は マ イ ク 電 気 機 械 シ ス テ ム に 必 要 な 機 能 に 応 じ
た 厚 み を 有 す る 上 記 素 材 で 構 成 し て い る 。 一 般 的 に は そ の 厚 み は １ ０ ｎ ｍ ～ １ ０ μ ｍ で あ
る 。 固 定 層 を 形 成 し た 後 、 固 定 層 及 び ス ル ー ホ ー ル を 網 目 状 の 所 定 の 構 造 と す る た め 、 周
知 の エ ッ チ ン グ 法 に よ り 固 定 層 に 開 口 構 造 を 形 成 す る 。 開 口 構 造 の 周 期 及 び ス ル ー ホ ー ル
の 径 は 固 定 層 の 設 計 条 件 に よ る が 、 例 え ば 周 期 は １ ０ ０ μ ｍ 、 径 は ５ ０ ～ ８ ０ μ ｍ で あ る
。 次 い で 、 固 定 層 の 下 の 層 を エ ッ チ ン グ す る 。 こ の 工 程 は 下 の 層 を 構 成 す る 素 材 に 依 存 す
る 。 基 板 に 直 接 か あ る い は マ イ ク 電 気 機 械 シ ス テ ム の 要 求 に 応 じ て 基 板 と 固 定 層 の 間 の 中
間 層 に 固 定 層 を 形 成 す る こ と が で き る 。 下 の 層 の エ ッ チ ン グ 終 了 後 、 通 常 の ス ピ ナ 装 置 に
よ り 固 定 層 及 び ス ル ー ホ ー ル の 表 面 を Ｓ Ｕ － ８ で 被 覆 す る 。 マ イ ク ロ 電 気 機 械 シ ス テ ム へ
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の 要 件 に よ っ て は 使 用 に 先 立 っ て マ イ ク ロ デ バ イ ス を 保 持 し て い る シ リ コ ン 保 持 枠 以 外 の
不 要 な 全 て の シ リ コ ン を 除 去 し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 Ｓ Ｕ － ８ が 固 定 層 の 下 側 ま で 行 渡 ら な い 場 合 に は 、 ２ つ の 異 な っ た 組 成 の Ｓ Ｕ － ８ を 用
い て も よ い 。 そ の 場 合 、 第 １ の Ｓ Ｕ － ８ 組 成 は 粘 性 が 低 く 下 側 の エ ッ チ ン グ 域 ま で 行 渡 り
、 第 ２ の Ｓ Ｕ － ８ 組 成 に よ り 所 定 の 構 造 を 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 通 常 ２ つ の Ｓ Ｕ －
８ 層 間 の 接 着 性 は 極 め て 良 好 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 一 実 施 例 で は ス ル ー ホ ー ル を 形 成 す る の に 固 定 層 を ド ラ イ エ ッ チ ン グ し 、
固 定 層 の 下 側 が エ ッ チ ン グ さ れ る よ う に シ リ コ ン 基 板 を エ ッ チ ン グ す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し い 形 態 の 実 施 例 に お い て は 、 好 ま し く は シ リ コ ン 化 合 物 、 金 属 あ る い は 金 属 化 合
物 あ る い は そ れ ら の 組 合 わ せ か ら 選 ん だ そ れ ぞ れ 異 な っ た 材 料 を 用 い て 固 定 層 及 び そ の 下
に 中 間 層 を 形 成 す る 。 固 定 層 の エ ッ チ ン グ に よ り ス ル ー ホ ー ル の 形 状 及 び 網 目 状 構 造 を 決
め る 。 そ れ に 続 く 中 間 層 の 上 側 の 湿 式 エ ッ チ ン グ は 固 定 層 の 下 側 も エ ッ チ ン グ す る こ と に
な る 。 Ｓ Ｕ － ８ の 粘 度 及 び 中 間 層 の 厚 み に よ り 固 定 層 の 下 側 を 更 に 深 く エ ッ チ ン グ す る か
否 か が 決 ま る 。 Ｓ Ｕ － ８ が 固 定 層 の 下 側 に 行 渡 る ほ ど 粘 度 が 低 く な い 場 合 に は 、 シ リ コ ン
基 板 を 湿 式 エ ッ チ ン グ す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 も し 、 裏 側 の シ リ コ ン 基 板 が 必 要 で な い 場 合 に は 、 本 製 造 法 は シ リ コ ン 基 板 の 除 去 工 程
及 び 可 能 な ら ば 中 間 層 の 除 去 工 程 も 含 ん で 構 成 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に は 固 定 層 １ 及 び 中 間 層 ２ を 有 す る シ リ コ ン 基 板 ３ を 示 し て お り 、 中 間 層 ２ を シ リ
コ ン 基 板 ３ と 固 定 層 １ の 間 に 形 成 し て い る 。 本 実 施 例 で は 固 定 層 １ は 窒 化 珪 素 で 形 成 さ れ
、 中 間 層 ２ は 酸 化 珪 素 で 形 成 さ れ て い る 。 固 定 層 １ に は 周 知 の ド ラ イ エ ッ チ ン グ 法 に よ り
ス ル ー ホ ー ル ４ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に は 中 間 層 ２ が 湿 式 エ ッ チ ン グ さ れ 固 定 層 １ の 下 の 部 分 ま で エ ッ チ ン グ さ れ た 状 態
を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 い で 図 ３ に 示 す よ う に シ リ コ ン 基 板 ３ は Ｋ Ｏ Ｈ で 腐 蝕 さ れ る 。 こ の 工 程 は Ｓ Ｕ － ８ が
固 定 層 １ の 下 側 に 流 れ る ほ ど 粘 度 が 低 く な い 場 合 に の み 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ は 図 ３ に 示 す 構 造 物 が Ｓ Ｕ － ８ 層 ５ で 覆 わ れ た 状 態 を 示 し て お り 、 Ｓ Ｕ － ８ は 固 定
層 の 下 側 に も 充 填 さ れ リ ム １ ２ を 形 成 し て Ｓ Ｕ － ８ が 垂 直 方 向 に 動 か な い よ う に し て い る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ 及 び ６ に 示 す 最 終 工 程 に お い て シ リ コ ン 基 板 ３ は Ｋ Ｏ Ｈ で 湿 式 エ ッ チ ン グ さ れ 、 次
い で 酸 化 珪 素 で 形 成 さ れ て い る 中 間 層 ２ は フ ッ 酸 緩 衝 液 （ Ｂ Ｈ Ｆ ） に よ り 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に Ｓ Ｕ － ８ 層 ５ を ウ ェ フ ァ ー （ 基 板 ） 全 体 に 被 覆 し た 状 態 か ら 保 持 部 ６
を 形 成 し 、 更 に 先 端 に チ ッ プ ８ を 形 成 し た 片 持 梁 ７ を 有 し た Ｓ Ｐ Ｍ セ ン サ を 図 ７ に 示 す 。
片 持 梁 ７ 及 び チ ッ プ ８ は 固 体 層 １ と 同 じ 材 料 （ 窒 化 珪 素 ） で 形 成 し て い る 。 （ 酸 化 珪 素 製
の ） 中 間 層 ２ は チ ッ プ ８ の 尖 っ た 先 端 を 形 成 す る の に 用 い る 。 保 持 部 ６ を 形 成 す る た め に
ホ ト リ ソ グ ラ フ ィ に よ り Ｓ Ｕ － ８ 層 ５ に パ タ ー ン を 形 成 す る 。 図 ７ Ａ に は チ ッ プ ８ を 有 す
る ２ つ の 片 持 梁 ７ を 形 成 し た 固 定 層 １ 上 の 保 持 部 ６ の 断 面 を 示 し て い る 。 こ の 図 で は 固 定
層 １ と 基 板 ３ の 膜 １ ３ の 間 に 中 間 層 ２ が 示 さ れ て い る 。 図 ７ Ｂ は ス ル ー ホ ー ル ４ 及 び 膜 １
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３ を 有 す る 固 定 層 １ 上 の Ｓ Ｕ － ８ 層 ５ の 部 分 拡 大 図 で あ る 。 図 ７ Ｃ は シ リ コ ン 保 持 枠 ９ を
保 持 部 材 １ ０ 及 び そ れ ぞ れ が ４ つ の 片 持 梁 ７ を 有 す る 保 持 部 ６ と 共 に 示 す 平 面 図 で あ る 。
こ れ ら の 片 持 梁 は 形 状 （ 三 角 及 び 四 角 ） 及 び 長 さ が 異 な っ て い る 。 各 片 持 梁 は そ の 先 端 に
チ ッ プ を 有 し て い る 。 使 用 者 は 片 持 梁 を 選 択 で き る よ う に な っ て い る 。 こ の 実 施 例 で は マ
イ ク ロ デ バ イ ス （ Ｓ Ｐ Ｍ セ ン サ ） を シ リ コ ン 保 持 枠 ９ に 固 定 す る 保 持 部 材 １ ０ は 保 持 部 ６
に 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｓ Ｕ － ８ 製 の 保 持 部 ６ 、 片 持 梁 ７ 及 び チ ッ プ ８ を 有 す る Ｓ Ｐ Ｍ セ ン サ １ １ を 得 る た め に
、 シ リ コ ン 基 板 ３ を 裏 側 か ら 膜 １ ３ が 消 失 す る ま で （ 図 ５ 参 照 ） （ Ｋ Ｏ Ｈ 中 で ） エ ッ チ ン
グ す る 。 酸 化 珪 素 製 の 犠 牲 層 と し て の 中 間 層 を Ｂ Ｈ Ｆ で 除 去 し て Ｓ Ｐ Ｍ の 完 成 品 （ 図 ８ Ａ
） を 得 る 。 図 ８ Ｂ は 図 ６ に 対 応 す る 図 ８ Ａ の 部 分 拡 大 図 で あ る 。 図 ８ Ｃ は シ リ コ ン 保 持 枠
９ が 保 持 部 材 １ ０ に よ り Ｓ Ｐ Ｍ セ ン サ を 保 持 し て い る 状 態 を 示 し 、 保 持 部 材 １ ０ を 含 ん で
い る 保 持 部 ６ も 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ９ に は 保 持 部 ６ 、 固 定 層 １ を 有 す る 片 持 梁 ７ 及 び チ ッ プ ８ が 示 し て あ り 、 こ の 固 定 層
１ は 図 ４ ～ ６ に 示 す よ う に Ｓ Ｕ － ８ で 形 成 し た リ ム １ ２ を 伴 っ た ス ル ー ホ ー ル ４ を 有 し て
お り 、 Ｓ Ｕ － ８ は 片 持 梁 ７ も 形 成 し て い る 固 定 層 １ で あ る 窒 化 珪 素 に 結 合 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 マ イ ク ロ デ バ イ ス 製 造 の 一 工 程 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ 】 マ イ ク ロ デ バ イ ス 製 造 の 一 工 程 を 示 す 断 面 図
【 図 ３ 】 マ イ ク ロ デ バ イ ス 製 造 の 一 工 程 を 示 す 断 面 図
【 図 ４ 】 マ イ ク ロ デ バ イ ス 製 造 の 一 工 程 を 示 す 断 面 図
【 図 ５ 】 マ イ ク ロ デ バ イ ス 製 造 の 一 工 程 を 示 す 断 面 図
【 図 ６ 】 マ イ ク ロ デ バ イ ス 製 造 の 一 工 程 を 示 す 断 面 図
【 図 ７ Ａ 】 図 １ ～ 図 ６ の 工 程 に よ り 製 造 し た 走 査 探 針 顕 微 鏡 用 セ ン サ 装 置 を 示 す 断 面 図
【 図 ７ Ｂ 】 図 ７ Ａ に 示 す 走 査 探 針 顕 微 鏡 用 セ ン サ 装 置 の 部 分 拡 大 断 面 図
【 図 ７ Ｃ 】 図 １ ～ 図 ６ の 工 程 に よ り 製 造 し た 走 査 探 針 顕 微 鏡 用 セ ン サ 装 置 を 示 す 平 面 図
【 図 ８ Ａ 】 図 １ ～ 図 ６ の 工 程 に よ り 製 造 し た 走 査 探 針 顕 微 鏡 用 セ ン サ 装 置 を 示 す 断 面 図
【 図 ８ Ｂ 】 図 ８ Ａ に 示 す 走 査 探 針 顕 微 鏡 用 セ ン サ 装 置 の 部 分 拡 大 断 面 図
【 図 ８ Ｃ 】 図 １ ～ 図 ６ の 工 程 に よ り 製 造 し た 走 査 探 針 顕 微 鏡 用 セ ン サ 装 置 を 示 す 平 面 図
【 図 ９ 】 走 査 探 針 顕 微 鏡 用 セ ン サ 装 置 を 示 す 平 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ 　 　 固 定 層
２ 　 　 中 間 層
３ 　 　 シ リ コ ン 基 板
４ 　 　 ス ル ー ホ ー ル
５ 　 　 Ｓ Ｕ － ８ （ レ ジ ス ト ） 層
６ 　 　 保 持 部
７ 　 　 片 持 梁
８ 　 　 チ ッ プ
９ 　 　 保 持 枠
１ ０ 　 保 持 部 材
１ １ 　 Ｓ Ｐ Ｍ セ ン サ
１ ２ 　 リ ム
１ ３ 　 膜
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ Ａ 】

【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ７ Ｃ 】

【 図 ８ Ａ 】
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【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ８ Ｃ 】

【 図 ９ 】
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